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映画『桜田門外ノ変』の撮影風景

ドクターヘリは消防本部との連携が重要

高度専門医療に取り組むこども病院
（ＮＩＣＵ：新生児集中治療室）

問　

新
生
児
の
先
天
代
謝
異
常
な

ど
の
早
期
発
見
に
有
効
と
の
研
究

成
果
の
あ
る
タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
※

の
こ
ど
も
病
院
へ
の
導
入
は
。

答　

国
は
、
早
期
発
見
に
よ
り
治

療
可
能
な
疾
患
を
優
先
的
に
幅
広

く
対
応
し
て
い
く
と
し
て
お
り
、

今
後
、
研
究
成
果
が
臨
床
現
場
に

も
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
が
、

専
門
医
の
確
保
が
必
要
と
な
る
た

め
、
筑
波
大
学
な
ど
と
連
携
し
て

検
討
し
て
い
く
。

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
の
向
上
に
今
後
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答　

国
で
予
防
接
種
法
の
改
正
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
臨
時
接
種
に

位
置
づ
け
ら
れ
被
害
補
償
が
充
実

す
れ
ば
、
行
政
が
積
極
的
に
接
種

勧
奨
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

問　

県
事
業
委
託
方
式(

民
立
民

営)

で
の
立
て
替
え
が
検
討
さ
れ

て
い
る
県
立
こ
ど
も
福
祉
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
県
内
唯
一
の
肢
体
不

自
由
児
施
設
で
あ
る
。
政
策
医
療

と
し
て
、
県
の
支
援
の
あ
り
方
を

整
理
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

今
の
施
設
機
能
を
充
実
さ
せ
、

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
民
間
の
機
動
性
や
柔
軟
性

を
活
用
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
県

が
関
与
し
、
支
援
を
行
う
。
ま
た
、

採
算
面
で
民
間
に
よ
る
対
応
が
難

し
い
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
は
、
政
策
的
に
必
要
な
事
業

と
し
て
県
が
担
保
し
て
い
く
。

問　

子
宮
頸（
け
い
）が
ん
は
、
毎

年
一
万
五
千
人
が
発
症
し
、
三
千

五
百
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
十
代

で
接
種
す
れ
ば
七
割
が
予
防
可
能

な
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
公
費
助

成
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

ワ
ク
チ
ン
が
で
き
て
六
年
し

か
た
っ
て
お
ら
ず
、
予
防
効
果
の

持
続
期
間
な
ど
の
検
証
が
ま
だ
不

充
分
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
で
は

予
防
接
種
法
の
定
期
予
防
接
種
へ

の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
み
た
上
で
、
県
の
方

針
を
決
め
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
南
広
域
水
道
料
金

の
見
直
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
訓

練
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
も
質
問
）

問　

七
月
か
ら
運
航
開
始
と
な
る

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
消
防
本
部
と

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
要
請
の
判
断
は
難
し
い

と
思
う
が
、
判
断
基
準
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
出
動
要
請

基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
出
動

要
請
の
判
断
は
消
防
本
部
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
重
傷
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
救
急
指
令
と
同

時
に
、
ま
た
、
現
場
の
救
急
隊
の

判
断
で
要
請
す
る
場
合
も
あ
る
。

問　

常
総
市
に
開
設
さ
れ
た
外
国

人
就
労
・
就
学
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
主
な

対
象
と
し
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

人
に
限
ら
ず
他
の
地
域
や
外
国
人

へ
の
相
談
体
制
も
強
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

ブ
ラ
ジ
ル
人
は
常
総
市
の
ほ

か
牛
久
、
土
浦
市
に
も
多
く
、
今

回
セ
ン
タ
ー
で
就
労
・
就
学
支
援

の
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
他
の
市
町

村
で
も
応
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
ま
た
、
県
国
際
交
流
協
会
や

市
町
村
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
様
々
な
相
談
に
対
応
し
た
い
。

問　

日
立
産
業
技
術
専
門
学
院
の

常
陸
多
賀
駅
前
へ
の
移
転
整
備
の

早
期
実
現
を
望
む
が
ど
う
か
。

答　

移
転
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
要
望
を
踏
ま
え
、
第
九
次
茨

城
県
職
業
能
力
開
発
計
画
の
策
定

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

高
校
生
の
就
職
状
況
は
、
三

月
末
時
点
で
の
就
職
内
定
率
が

94
・
１
％
で
未
就
職
者
が
二
百
三

十
九
人
だ
が
、
高
卒
未
就
職
者
に

対
し
て
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答　

教
育
庁
と
連
携
し
、
い
ば
ら

き
就
職
・
生
活
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
に
登
録
を
促
し
て
お
り
、
現

在
三
十
一
名
が
登
録
し
て
い
る
。

今
後
も
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

就
職
相
談
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
な
ど
を
実
施

し
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
元

気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会
な
ど
の

開
催
に
よ
る
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
設
備
充
実
、
本
県
農
産
物
を
活

用
し
た
特
産
品
販
売
な
ど
も
質

問
）

総務企画委員会

環境商工委員会

保健福祉委員会

常任委員会の審議から

問　

今
年
度
か
ら
広
報
監
を
民
間

か
ら
迎
え
た
の
で
効
果
が
上
が
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
か
。

答　

本
県
に
は
自
然
や
食
べ
物
な

ど
素
晴
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
歴

史
文
化
・
科
学
技
術
な
ど
も
あ
る
。

本
年
は
茨
城
空
港
の
開
港
と
映
画

『
桜
田
門
外
ノ
変
』
と
い
っ
た
大

き
な
柱
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

使
い
強
力
に
情
報
発
信
し
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

茨
城
空
港
の
国
際
線
、
国
内

線
の
乗
客
数
と
ス
カ
イ
マ
ー
ク
の

搭
乗
率
は
。

答　

国
土
交
通
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
三
月
の
利
用
者
は
約
八
千
五

百
人
。
四
月
は
一
万
人
を
超
え
る

見
込
み
。
ス
カ
イ
マ
ー
ク
の
搭
乗

率
は
、
四
月
が
約
78
％
。
今
後
も
、

引
き
続
き
利
用
促
進
に
努
め
る
。

問　

他
県
で
レ
ベ
ニ
ュ
ー
債
※
と

い
う
新
型
地
方
債
の
発
行
を
検
討

し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
本
県
で
は
検

討
し
て
い
る
か
。

答　

本
県
で
は
ま
だ
レ
ベ
ニ
ュ
ー

債
の
発
行
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

な
い
が
、
県
債
な
ど
の
資
金
調
達

の
合
理
化
は
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
昨
年
か
ら
民
間

の
金
融
機
関
経
験
者
を
資
金
管
理

官
と
し
て
採
用
し
、
資
金
調
達
の

多
様
化
に
努
め
て
い
る
。

問　

法
人
県
民
税
や
森
林
湖
沼
環

境
税
に
つ
い
て
、
県
民
に
対
し
て

も
っ
と
周
知
し
、
税
額
や
使
途
に

つ
い
て
も
広
報
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
。

答　

地
方
分
権
が
進
む
中
、
税
全

般
に
つ
い
て
使
途
な
ど
を
広
報
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
特
に
法
人
県
民
税
法
人
税
割

の
超
過
課
税
や
森
林
湖
沼
環
境
税

な
ど
県
独
自
に
課
税
し
て
い
る
も

の
は
し
っ
か
り
広
報
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
職
員
の
育
児
休
業
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
効
果
な

ど
も
質
問
）

関
係
機
関
と
連
携
し
て
検
討

タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
の

こ
ど
も
病
院
へ
の
導
入
は

要
請
基
準
に
基
づ
き
、

消
防
本
部
が
判
断

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の

取
り
組
み
は

茨
城
空
港
と

映
画『
桜
田
門
外
ノ
変
』で
情
報
発
信

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
の
判
断
は

※【レベニュー債】…事業目的ごとに債券を発行し，返済資金をその事業収益などで賄うもの。特定財源債ともよばれる。米国の自治体などで導入されている。
※【タンデムマス法】…新生児の先天的な代謝異常等を発見するための新検査方式。従来の測定法で測定できていたものも含め20数種類の疾患を選別可能と言われている。
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